
第１６４回生存圏シンポジウム

リグノセルロースの超分子構造を
どうやって見るかどうやって見るか

柴田大輔
かずさＤＮＡ研究所

ゲノム生物学アプローチによるリグノセルロース
研究

小林 優

平成 ２３ 年 ２ 月 １７ 日（木）

13：00～18：00

京都大学化学研究所
共同研究棟大セミナ 室

小林 優
京都大学大学院農学研究科

細胞壁構築におけるホウ素の機能と欠乏障害

今井友也
京都大学生存圏研究所

セルロ スの超分子構造の形成 共同研究棟大セミナー室

〒611-0011 京都府宇治市五ヶ庄

ＪＲ黄檗駅、京阪黄檗駅下車
徒歩6～10分

http://www.rish.kyoto-u.ac.jp/access.html

セルロースの超分子構造の形成

梅澤俊明
京都大学生存圏研究所

リグノセルロース超分子構造におけるリグニン
の役割

ご来聴歓迎、入場無料

事前登録不要

菊地 淳
理化学研究所

NMRによるリグノセルロース研究動向の俯瞰と
新たな解析手法構築の試み

石川一彦
産業技術総合研究所

リグノセルロース有効利用を目指した超耐熱性
セルラーゼの開発
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